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平
成
27
年
度
大
阪
大
学
卒
業
式

が
３
月
28
日
午
前
11
時
よ
り
大
阪

城
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
た
。
西
尾

章
治
郎
総
長
は
挨
拶
で
、「
大
阪

大
学
は
、
法
人
化
に
際
し
、
教
養
・

デ
ザ
イ
ン
力
・
国
際
性
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
重
視
し
た
人

材
育
成
を
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ

た
。
そ
の
教
育
を
受
け
て
き
た
卒

業
生
は
、
世
界
中
の
国
・
地
域
で
、

そ
の
分
野
に
お
い
て
周
り
の
人
々

か
ら
信
頼
さ
れ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、
自
国
の
将
来
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
類
社
会
の
発

展
と
福
祉
の
向
上
に
大
い
に
貢
献

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

激
励
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
卒
業
式
に
と
も
な
う
医

学
部
医
学
科
卒
業
式
が
同
日
午
後

３
時
30
分
よ
り
医
学
部
Ａ
講
堂
に

て
行
わ
れ
、
本
年
度
１
１
８
名
の

新
医
学
士
が
誕
生
し
た
。
式
に
お

い
て
、
澤
芳
樹
医
学
部
長
よ
り
一

人
一
人
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ

た
。
医
学
部
長
は
告
辞
の
中
で
、

「
医
学
部
を
卒
業
し
た
諸
君
は
エ

リ
ー
ト
で
あ
り
、
常
に
リ
ー
ダ
ー

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
エ
リ
ー

ト
と
は
、
優
れ
た
人
と
思
い
が
ち

だ
が
、
社
会
か
ら
受
け
た
以
上
の

恩
恵
を
社
会
に
も
た
ら
す
人
の
こ

と
だ
。
先
見
性
、
合
理
性
、
実
行

力
そ
し
て
人
の
和
を
重
ん
じ
る
高

潔
な
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
ほ
し

い
」と
述
べ
ら
れ
た
。金
倉
譲
病
院

長
は
、「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
い
う
の
は
日
々
仕
事
に
忙
殺
さ

れ
が
ち
で
あ
る
が
、常
に
独
創
力
、

空
想
力
を
な
く
さ
ず
、
毎
日
何
か

を
作
り
出
す
の
が
使
命
で
あ
る
。

阪
大
病
院
も
再
開
発
で
〝futur 

ability

〞と
い
う
造
語
の
元
に
〝
待

ち
遠
し
く
な
る
未
来
へ
〞
を
目
指

し
て
い
る
。
是
非
一
緒
に
力
を
貸

定
期
総
会
ご
案
内

開
　
催
　
日
　
平
成
二
八
年
五
月
二
八
日
（
土
）

懇
　
親
　
会
　
午
後
四
時
三
十
分
よ
り

（
二
階
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ミ
ネ
ル
バ
」）

開 

催 

場 

所
　
大
阪
大
学
医
学
部
銀
杏
会
館

特 

別 

講 

演
　
テ
ー
マ
「
核
と
細
胞
質
の
対
話
の
仕
組
み
」

総
　
　
　
会
　
午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時
十
五
分

（
三
階
阪
急
・
三
和
ホ
ー
ル
）

演
　
　
　
者
　 

国
立
研
究
開
発
法
人　

医
薬
基
盤･

健
康･

栄
養

研
究
所　

理
事
長　

米
田
悦
啓
先
生

正
午
〜
午
後
一
時
三
十
分
（
三
階
大
会
議
室
）

級
会
・
支
部

交
　
流
　
会
　 }

し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
ら

れ
た
。
最
後
に
、
岸
本
忠
三
医
学

振
興
銀
杏
会
理
事
長
が
、
学
友
会

か
ら
の
お
祝
い
を
卒
業
生
に
送
ら

れ
、「
未
来
に
は
人
工
知
能
が
多

く
の
仕
事
に
と
っ
て
代
わ
る
だ
ろ

う
が
、
医
師
と
い
う
職
業
は
機
械

が
代
わ
り
得
る
も
の
で
は
な
く
、

患
者
の
訴
え
、
苦
し
み
、
悩
み
を

聞
き
、
手
を
握
り
温
か
み
を
感
じ

る
こ
と
は
人
間
で
な
け
れ
ば
で
き

な
い
。
ま
た
、
研
究
も
同
じ
で
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
疑
問
を
解
い
て

ゆ
く
こ
と
の
積
み
重
ね
が
大
切
で

あ
り
、
人
工
知
能
で
は
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
た
。

　

平
成
27
年
度
「
楠
本
賞
」
は
田

中
和
典
君
に
、
ま
た
、「
山
村
賞
」

は
余
越
萌
さ
ん
、
相
川
恵
梨
子
さ

ん
、
中
條
淳
博
君
に
そ
の
栄
誉
が

贈
ら
れ
た
。
平
成
27
年
度
博
士
課

程
優
秀
者
と
し
て
９
名
に
そ
の
栄

誉
が
授
与
さ
れ
、
さ
ら
に
、
本
年

度
か
ら
新
た
に
Ｍ
Ｄ
研
究
者
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
者
８
名
が
認
定

を
受
け
た
。

118名医学士誕生
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病
院
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
金
倉
譲
・
前
医
学
部

附
属
病
院
長
の
後
任
と
し
て
２ 

０
１
６
年
4
月
1
日
よ
り
病
院
長

を
拝
命
し
ま
し
た
乳
腺
・
内
分
泌

外
科
学
教
授
の
野
口
眞
三
郎
で

す
。
学
友
会
の
諸
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

科
間
の
連
携
の
も
と
、「
最
後
の

砦
」
と
し
て
難
治
性
疾
患
の
診
療

や
高
度
医
療
の
提
供
を
実
践
し
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
今
後
も

更
に
診
療
科
間
、
及
び
、
多
職
種

間
（
医
師
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
）
の
連
携
の
強
化
を
図
り
、
患

者
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
医
療
を

　

ご
存
知
の
よ
う
に

阪
大
病
院
は
個
々
の

診
療
科
が
日
本
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
診
療
を

実
施
す
る
の
み
な
ら

ず
、
他
の
大
学
附
属

病
院
に
は
類
を
見
な

い
ほ
ど
緊
密
な
診
療

更
に
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
か
ら
新
専
門
医
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
専
門
医

の
受
け
入
れ
体
制
を
い
ち
早
く
整

備
し
魅
力
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
成
し
少
し
で
も
多
く
の
医
師
を

集
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
先
進
医
療
の
開
発
も
阪
大
病

院
の
重
要
な
使
命
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
が
、
長
年
に
渡
る
先
進
医
療

開
発
の
た
め
の
基
盤
整
備
（
未
来

医
療
開
発
部
）
と
そ
の
成
果
が
高

く
評
価
さ
れ
、
昨
年
8
月
に
臨
床

研
究
中
核
病
院
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を

最
大
限
に
活
用
し
、
か
つ
、
製
薬

企
業
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
て

日
本
の
臨
床
試
験
を
先
導
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

願
わ
く
ば
、
近
い
将
来
、
一
旦
は

大
阪
を
去
っ
た
製
薬
企
業
の
本
社

が
道
修
町
に
復
帰
し
大
阪
の
復
活

の
起
爆
剤
に
な
れ
ば
と
切
に
願
っ

て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
診
療
科
の
医
師
は
薄

給
に
も
関
わ
ら
ず
日
夜
、
診
療
・

研
究
・
教
育
そ
し
て
社
会
貢
献
に

全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
過
酷

な
条
件
に
も
関
わ
ら
ず
医
師
が
大

学
で
勤
務
す
る
一
番
の
理
由
は
、

高
度
医
療
の
提
供
や
先
進
医
療
の

開
発
に
取
り
組
み
た
い
と
の
向
学

心
や
向
上
心
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
医
師
と
し
て
崇
高
な
モ

テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
少
し
で
も
応

え
る
べ
く
、Academic Physi 

cian

が
満
足
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
（
研
究
で
き
る
）
環
境
整

備
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

阪
大
の
保
健
学
科
は
日
本
で
最

も
伝
統
と
歴
史
が
あ
り
、
高
水
準

の
教
育
・
研
究
を
実
践
さ
れ
多
く

の
優
秀
な
看
護
師
・
臨
床
検
査
技

師
・
放
射
線
技
師
等
の
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
阪
大
病
院
と
保
健

学
科
の
連
携
を
更
に
緊
密
に
し
て

優
秀
な
卒
業
生
が
一
人
で
も
多
く

阪
大
病
院
に
就
職
し
て
頂
け
る
よ

う
に
魅
力
あ
る
労
働
環
境
・
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
を
整
備
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
、平
成
10
年
4
月
に
乳
腺
・

内
分
泌
外
科
学
（
旧
、腫
瘍
外
科
）

の
教
授
に
就
任
し
て
か
ら
早
や
18

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

乳
腺
・
内
分
泌
外
科
の
診
療
科
長

と
し
て
、
ま
た
、
病
院
長
補
佐
、

及
び
、
副
病
院
長
と
し
て
、
阪
大

病
院
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て

参
り
ま
し
た
。
特
に
、
本
院
に
お

け
る
が
ん
診
療
体
制
の
整
備
と
強

化
を
最
大
の
任
務
と
し
、
国
指
定

の
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
承

認
、
更
に
は
、
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ

ン
タ
ー
棟
の
設
置
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
18
年
間

の
経
験
を
糧
と
し
、
病
院
長
と
し

て
本
院
を
更
に
飛
躍
・
発
展
さ
せ

る
た
め
に
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ご
支
援
の
程
、
何
卒
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

生
医
科
学
研
究
所
教
授
長
澤
丘
司

氏
。
ゲ
ノ
ム
生
物
学
領
域
は
東
京

医
科
歯
科
大
学
講
師
岡
田
随
象

（
ゆ
き
の
り
）
氏
。
腎
臓
内
科
学

は
猪
阪
善
隆
氏
。
精
神
神
経
科
学

は
熊
本
大
学
教
授
池
田
学
氏
。
中

央
ク
オ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

は
中
島
和
江
氏
に
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
国
際
医
療
福
祉
大
学

医
学
部
教
授
の
各
選
考
に
お
い

て
、
医
学
系
研
究
科
を
あ
げ
て
応

援
し
、
基
礎
系
3
名
、
臨
床
系
4

名
が
内
定
し
ま
し
た
。
組
織
体
制

整
備
と
し
ま
し
て
は
医
学
系
研
究

ラ
ム
等
に
力
を
入
れ
、
学
年
ご
と

の
学
部
生
と
医
学
部
長
と
の
学
生

対
話
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
研
究

体
制
整
備
で
は
、ゲ
ノ
ム
解
析（
が

ん
、
循
環
器
、
神
経
難
病
等
）
や

臨
床
研
究
体
制
、
オ
ー
ト
フ
ァ

ジ
ー
領
域
、
再
生
領
域
、
免
疫
・

再
生
領
域
、AI

を
含
む
神
経
領

域
な
ど
の
研
究
領
域
強
化
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。
都
心
部
拠
点
確

保
も
重
要
と
考
え
て
お
り
、
箕
面

地
区
に
お
い
て
は
健
康
ス
ポ
ー
ツ

科
学
を
中
心
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
拠

点
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

る
制
度
を
4
月
よ
り
開
始
し
ま

す
。さ
ら
に
修
士
課
程
を
改
革
し
、

バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
や

医
学
統
計
学
等
時
代
が
必
要
と
す

る
新
た
な
人
材
を
育
成
し
、
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
の
明
確
な
実
務
家
を
養

成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
平
成
29
年

度
よ
り
新
設
し
ま
す
。ま
た
、リ
ー

デ
ィ
ン
グ
大
学
院
で
培
っ
て
き
た

完
全
英
語
教
育
シ
ス
テ
ム
を
取
り

入
れ
、
従
来
の
大
学
院
の
修
士/

博
士
課
程
教
育
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
ま
す
。
学
部
教
育
で
は
、

Native Speaker

の
専
任
教
官

科
と
病
院
と
の
横
断
的
統
括
実
践

組
織
と
し
てBioinfor matics, 

Global Health, 

産
学
連
携Cross 

Innovation

の
３
つ
のInitiative

を
設
置
し
、「
知
の
協
奏
と
共
創
」

を
実
現
す
る
創
発
の
場
を
形
作
っ

て
お
り
ま
す
。
一
方
、
人
材
育
成

と
し
ま
し
て
は
、
新
専
門
医
制
度

の
発
足
に
伴
い
基
礎
研
究
者
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
学
位
取

得
後
基
礎
医
学
研
究
を
志
すMD

に
未
来
医
学
特
任
助
教
と
い
う
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
確
保
し
て
、
安
心
し

て
基
礎
研
究
に
没
頭
し
て
も
ら
え

　

最
近
の
爆
発
的
情
報
化
は
、
時

間
感
覚
を
完
全
に
麻
痺
さ
せ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
実
感

と
し
て
、研
究
科
長
に
就
任
し
て
、

は
や
1
年
。
学
友
会
の
先
生
方
の

ご
支
援
に
よ
り
、
大
過
な
く
１
年

を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、今
年
度
を
締
め
く
く
る
べ
く
、

1
年
間
の
医
学
系
研
究
科
の
活
動

を
ま
と
め
て
、
こ
こ
に
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
重
要
な
教
授
昇
任
・
採
用

に
関
す
る
人
事
報
告
で
す
が
、
先

端
生
命
科
学
領
域
は
京
都
大
学
再

野口眞三郎
（昭 55）

お
り
ま
す
。
ま
た
、
中
之
島
で
は

大
学
本
部
が
中
之
島
ア
ゴ
ラ
構
想

を
打
ち
立
て
、
う
め
北
２
期
開
発

と
と
も
に
、
今
後
の
医
学
系
研
究

科
の
都
心
部
に
お
け
る
拠
点
の
役

割
を
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
が
今
年
1
年
間
の
業
務
の

一
部
で
あ
り
ま
す
が
、「
先
見
・

合
理
・
行
動
・
人
和
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
チ
ー
ム
阪
大
医
学
部
の
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指
し
て
、
次
年
度

も
み
ん
な
で
仲
良
く「
和
気
満
堂
」

で
運
営
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
学
友
会
の
先

生
方
に
は
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご

支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

医
学
部
長
通
信

第
5
回
澤
　
芳
樹
（
昭
55
） 

を
雇
用
し
、
医
学
教
育
の

国
際
認
証
を
受
け
て
英
語

教
育
、
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
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受　賞
上原賞　吉森　保先生

（昭 56・阪大理）

寄　附　御　礼
当会の公益目的事業へご寄附をいただき、 
誠に有難うございました。

平成 28 年 1 月 15 日　井上通敏先生（昭 37）
より 1,000 万円をご寄附頂きました。

※ 公益社団法人への移行に伴い、平成２３ 
年４月１日より当会へのご寄附は、個人・
法人とも税金控除の対象となります。 
詳細に関しては、当会事務局までお問い合
わせください。

＜代議員候補選出のご報告＞
代議員選出管理委員会

　前号のニュースに同封した代議員候補
者について、本年１月に行われた信任投
票の開票ならびに集計を 2月 8日に行っ
た結果、不信任票数が正会員総数 7,260
名の 5％を超えた候補者はありませんで
した。よって候補者 304 名全員が次期の
代議員候補に選出されました。

　

大
阪
大
学
医
学
部
お
よ
び
医
学

振
興
銀
杏
会
（
大
阪
大
学
医
学
部

学
友
会
）
で
は
、
大
阪
大
学
元
総

長
・
学
友
会
現
理
事
長
の
岸
本
忠

三
先
生
（
昭
39
）
か
ら
の
ご
寄
附

を
主
な
原
資
と
す
る
奨
学
金
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
大
阪
大
学
医

学
部
で
は
平
成
10
年
度
よ
り
「
岸

本
国
際
交
流
奨
学
金
」（
諸
外
国

の
医
療
機
関
等
で
開
催
さ
れ
る
研

修
や
学
会
に
参
加
す
る
た
め
の
奨

学
金
）
を
、
学
友
会
で
は
平
成
23

年
度
よ
り
「
岸
本
基
金
奨
学
助
成

金
」（
将
来
に
む
け
た
高
い
志
を

名
）
が
入
会
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
3
月
21
日
、
医
学
部

銀
杏
会
館
に
お
い
て
設
立
総
会
が

開
催
さ
れ
、
54
名
の
会
員
が
出
席

し
ま
し
た
。
総
会
で
は
名
誉
会
長

に
ご
就
任
い
た
だ
い
た
岸
本
先
生

よ
り
、「
奨
学
生
の
横
の
つ
な
が

り
が
さ
ら
な
る
効
果
を
生
み
出
す

こ
と
を
期
待
す
る
。〝
人
を
残
す

は
上
、
仕
事
を
残
す
は
中
、
金
を

残
す
は
下
〞と
い
う
言
葉
も
あ
り
、

岸
本
基
金
は
将
来
に
わ
た
っ
て
人

材
の
育
成
に
の
み
使
っ
て
い
く
つ

も
り
で
あ
り
、
有
効
に
活
用
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
ご
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
総
会
議
事

に
う
つ
り
、会
則
の
承
認
を
経
て
、

華
山
力
成
先
生
（
平
11
）
が
会
長

に
、
馬
場
幸
子
先
生
（
平
16
）
が

副
会
長
に
、
末
吉
弘
尚
先
生
（
平

20
）・
谷
村
忠
幸
先
生
（
平
19
）・

吉
松
由
貴
先
生
（
平
23
）、
そ
し

て
学
友
会
の
渡
邉
幹
夫
理
事
（
平

5
）
が
そ
れ
ぞ
れ
役
員
（
理
事
）

に
就
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
同
時
に
4
名
の
現
役
奨
学

生
が
奨
学
生
委
員
と
し
て
選
出
さ

れ
同
窓
会
実
務
に
あ
た
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
他
に
華
山
先
生
の
記
念

講
演
と
現
役
奨
学
生
3
名
に
よ
る

成
果
発
表
が
行
わ
れ
た
後
、
銀
杏

会
館
内
の「
銀
杏
ク
ラ
ブ
」で
懇
親

会
が
開
か
れ
、
岸
本
先
生
の
お
言

葉
と
、
澤
芳
樹
医
学
系
研
究
科
長

の
ご
発
声
に
よ
る
乾
杯
で
開
宴
。

岸
本
先
生
と
奨
学
生
、さ
ら
に
奨

学
生
同
士
で
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
年
一
回
の
総
会
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー

ジ
も
作
成
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

「
岸
本
基
金
奨
学
生
同
窓
会
」
で

検
索
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
設
立
Ｗ
Ｇ
と
し
て
ご
尽

力
い
た
だ
き
名
誉
会
員
と
な
ら
れ

た
磯
博
康
教
授
、金
井
好
克
教
授
、

金
田
安
史
教
授
、島
田
昌
一
教
授
、

森
井
英
一
教
授
、
和
佐
勝
史
教
授

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

渡
邉
幹
夫
（
平
5
）

有
す
る
成
績
優
秀
な
医
学
生
へ
の

奨
学
金
）
を
支
給
し
て
お
り
、
前

者
で
は
の
べ
１
９
１
名
、
後
者
で

は
の
べ
69
名
の
奨
学
生
が
こ
れ
ま

で
に
誕
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奨
学
生
の
経
験

や
人
脈
を
活
か
し
た
横
の
つ
な
が

り
を
築
く
べ
き
と
の
機
運
が
高
ま

り
、
奨
学
生
の
同
窓
会
「
岸
本
基

金
奨
学
生
同
窓
会
」
が
発
足
し
、

「
岸
本
国
際
交
流
奨
学
金
」
77
名
、

「
岸
本
基
金
奨
学
助
成
金
」
37
名

の
計
１
０
８
名
の
受
給
者
（
う
ち

両
奨
学
金
と
も
受
給
し
た
者
6

岸
本
基
金
奨
学
生
同
窓
会
が
発
足
し
ま
し
た
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鉄
欠
乏
性
貧
血
は
、
日
常
診
療

で
最
も
遭
遇
す
る
機
会
の
多
い
貧

血
で
あ
る
。
そ
の
正
確
な
頻
度
は

不
明
で
あ
る
が
、
先
進
国
に
し
て

は
日
本
で
の
罹
患
率
は
高
く
、
男

性
の
〜
２
％
、
女
性
の
〜
10
％
が

鉄
欠
乏
性
貧
血
で
あ
る
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
の
約
半

数
は
潜
在
的
な
鉄
欠
乏
状
態
に
あ

る
。
成
人
の
体
内
に
は
３
〜
４
ｇ

の
鉄
が
存
在
す
る
が
、
体
内
分
布

で
は
、
２
／
３
が
赤
血
球
中
の
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
（Hb

）
に
結
合
し

て
お
り
、
残
り
１
／
３
の
大
部
分

は
フ
ェ
リ
チ
ン
に
結
合
し
た
貯
蔵

鉄
と
し
て
存
在
す
る
。

　

赤
血
球Hb

合
成
に
は
1
日
あ

た
り
20
〜
30
㎎
の
鉄
が
必
要
で
あ

る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
老
廃
赤

血
球
由
来
で
あ
り
、
食
物
を
通
じ

て
吸
収
さ
れ
る
の
は
わ
ず
か
1
〜

２
㎎
に
す
ぎ
な
い
。
1
日
の
食
事

に
含
ま
れ
る
鉄
量
は
10
〜
15
㎎
で

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
吸
収
さ
れ
る

の
は
10
〜
15
％
で
あ
る
。
食
物
に

含
ま
れ
る
鉄
は
、
二
価
鉄
と
な
っ

て
か
ら
十
二
指
腸
〜
上
部
空
腸
の

管
腔
側
上
皮
細
胞
に
発
現
す
る
二

価
金
属
輸
送
体
（divalent me 

tal transporter 1:DMT1

）
を

介
し
て
吸
収
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

基
底
膜
側
の
鉄
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
で
あ
る
フ
ェ
ロ
ポ
ー
チ
ン
を

介
し
て
循
環
血
漿
中
に
入
る
。
こ

の
際
、
二
価
鉄
は
三
価
鉄
へ
と
酸

化
さ
れ
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
リ
ン
と
速

や
か
に
結
合
し
赤
血
球
や
組
織
へ

と
運
ば
れ
る
（
図
1
）。
一
方
、

生
体
内
に
は
鉄
の
能
動
的
な
排
出

機
構
は
備
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し

徴
は
、
積
極
的
に
鉄
を
体
外
に
排

泄
す
る
機
構
が
な
く
、
主
と
し
て

体
内
で
半
閉
鎖
的
な
回
路
を
形
成

す
る
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
生
体

内
の
鉄
代
謝
に
関
与
す
る
分
子
と

し
て
、ヘ
プ
シ
ジ
ン
、フ
ェ
ロ
ポ
ー

チ
ン
、DMT1

、
へ
フ
ァ
ス
チ
ン

な
ど
の
多
く
の
分
子
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
特
に
、
肝

臓
で
産
生
さ
れ
る
ペ
プ
チ
ド
ホ
ル

モ
ン
で
あ
る
ヘ
プ
シ
ジ
ン
は
、
生

体
内
に
お
い
て
鉄
代
謝
を
負
に
制

御
す
る
中
心
的
分
子
で
あ
る
。
ヘ

プ
チ
ジ
ン
は
、
フ
ェ
ロ
ポ
ー
チ
ン

貧血と鉄代謝

図1.

図2.

： 抑制

の
発
現
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
消
化
管
で
の
鉄
の
吸
収
や
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
か
ら
の
鉄
の
放
出
を

抑
制
す
る
（
図
2
）。
貧
血
に
伴

う
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
の
産
生
亢

進
や
低
酸
素
状
態
で
は
ヘ
プ
チ
ジ

ン
の
発
現
が
抑
制
さ
れ
る
た
め
鉄

の
吸
収
が
高
ま
る
。

　

鉄
欠
乏
性
貧
血
に
対
す
る
治
療

の
第
一
選
択
は
経
口
鉄
剤
で
あ
る

が
、
経
口
鉄
投
与
に
も
か
か
わ
ら

ず
貧
血
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場

合
は
、Helicobacter pylori

（H. 
pylori

）
感
染
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
診
察
す
る

必
要
が
あ
る
。
鉄
剤
不
応
性
・
再

発
性
鉄
欠
乏
性
貧
血
にH. pylori

除
菌
療
法
を
行
う
と
改
善
す
る
場

合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

ヘ
プ
チ
ジ
ン
のnegative regula 

tor

で
あ
るTMPRSS6

遺
伝
子

の
変
異
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
鉄

代
謝
の
領
域
も
な
か
な
かhot

で

あ
る
。

血
液
・
腫
瘍
内
科
学

 

金
倉
　
譲
（
昭
54
）

か
し
、
消
化
管
粘

膜
や
皮
膚
の
脱
落

な
ど
に
よ
り
1
〜

２
㎎
の
鉄
が
毎
日

排
泄
さ
れ
る
た
め

出
納
の
バ
ラ
ン
ス

は
と
れ
て
い
る
。

Hb

１
ｇ
中
に
は

鉄
3.4
㎎
が
含
ま
れ

て
お
り
、
月
経
で

約
20
㎎
、
妊
娠
で

約
１
０
０
０
㎎
の

鉄
を
消
失
す
る
こ

と
か
ら
、
女
性
は

鉄
欠
乏
状
態
に
陥

り
易
い
。

　

生
体
内
で
の
鉄

代
謝
の
大
き
な
特
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昨
年
の
9
月
、
日
本
臓
器
移
植

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（JOT

）
の
理
事

長
に
選
任
さ
れ
た
。
昨
年
の
3
月

に
発
生
し
た
臓
器
あ
っ
せ
ん
間
違

い
の
責
任
を
と
る
形
で
前
執
行
部

が
辞
任
し
た
た
め
の
後
任
人
事
で

あ
る
。JOT

は
こ
れ
ま
で
20
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
わ
が
国
唯
一

の
臓
器
あ
っ
せ
ん
を
許
可
さ
れ
た

組
織
で
あ
る
。
改
め
て
、
わ
が
国

に
お
け
る
臓
器
移
植
の
実
態
に
直

接
関
係
す
る
立
場
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
昨
年
の
死
体
臓
器
提
供
者

数
を
見
る
と
、
脳
死
提
供
者
数
58

例
、心
停
止
下
提
供
者
数
33
例
で
、

合
わ
せ
て
91
例
で
あ
っ
た
。

２
０
１
０
年
改
正
臓
器
移
植
法
が

施
行
さ
れ
て
以
降
、
そ
れ
ま
で
は

一
桁
程
度
に
留
ま
っ
て
い
た
脳
死

提
供
者
数
は
一
挙
に
30
例
を
超

え
、
そ
の
後
徐
々
に
増
加
し
て
来

て
い
る
も
の
の
、
逆
に
心
停
止
下

臓
器
提
供
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
両
者
を
合

わ
せ
た
全
体
の
死
体
臓
器
提
供
者

数
は
改
正
移
植
法
が
成
立
し
た

２
０
１
０
年
の
年
間
１
１
３
例
を

ピ
ー
ク
に
一
昨
年
ま
で
は
減
少
し

雑
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。

確
か
に
、
当
事
者
の
幼
い
お
子
さ

ん
は
本
当
に
か
わ
い
そ
う
で
あ

る
。
多
額
の
寄
付
を
集
め
、
言
葉

の
通
じ
な
い
外
国
に
渡
り
、
大
手

術
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
決

断
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
国

際
移
植
学
会
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

宣
言
で
は
渡
航
移
植
は
臓
器
売
買

と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
あ

る
意
味
後
ろ
め
た
い
気
持
ち
で
の

渡
航
移
植
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
哀
れ
な
決
断
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
ど
こ
に
責
任
が
あ
る

だ
ろ
う
か
。
決
し
て
、
患
者
や
家

族
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
彼
ら
は

被
害
者
と
で
も
言
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

わ
が
国
で
、
死
体
臓
器
提
供
が

極
端
に
少
な
い
こ
と
に
は
種
々
の

原
因
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
、

わ
が
国
で
は
「
脳
死
」
は
人
の
死

で
な
く
、
臓
器
提
供
の
場
合
に
の

み
死
と
な
る
と
い
う
曖
昧
な
死
の

概
念
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
他
、
臓
器
提
供
が
で
き

る
施
設
、
あ
る
い
は
そ
の
た
め
の

手
続
き
の
煩
雑
さ
な
ど
、
限
り
な

く
制
約
の
多
い
制
度
を
続
け
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
国

民
全
体
が
重
要
課
題
と
捉
え
、
助

か
る
命
を
助
け
る
こ
と
の
で
き
る

体
制
作
り
を
目
指
す
必
要
が
あ
ろ

う
。 

門
田
守
人
（
昭
45
）

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
米
国
で
は

２
６
・
０
件
で
、
欧
米
で
は
大
体

20
件
台
で
あ
り
、
最
も
多
い
ス
ペ

イ
ン
で
は
３
５
・
１
件
と
な
っ
て

い
る
。で
は
わ
が
国
は
と
言
う
と
、

こ
の
61
カ
国
中
な
ん
と
60
番
目
で

提
供
者
数
は
わ
ず
か
0.7
件
と
な

り
、
ス
ペ
イ
ン
の
50
分
の
1
の
提

供
者
数
で
あ
る
。
因
み
に
、
お
隣

の
韓
国
は
8.4
件
で
わ
が
国
の
12
倍

も
の
提
供
者
が
出
て
い
る
。
わ
が

国
の
国
民
は
一
般
的
に
自
国
の
こ

と
を
先
進
国
と
認
識
し
て
い
る
と

思
う
が
、
臓
器
提
供
の
こ
の
よ
う

な
状
況
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た

ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
？

時
々
マ
ス
コ
ミ
で
、
多
額
の
寄
付

を
募
り
外
国
で
の
臓
器
移
植
に
渡

航
す
る
記
事
を
目
に
す
る
が
、
複

続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
昨
年
、

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
初
め
て
増
加

に
転
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

人
口
百
万
人
に
対
す
る
臓
器
提

供
者
数
を
国
際
比
較
し
た
デ
ー
タ

が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
世
界
61
カ

国
の
２
０
１
３
年
の
デ
ー
タ
で
あ

低
迷
が
続
く
死
体
臓
器
移
植

言

提

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が

病
院
に
も
た
ら
し
た
も
の

　

私
が
赴
任
し
た
翌
年
（
２
０ 

０
４
年
）、
当
時
医
師
数
が
漸
減

し
て
き
た
産
婦
人
科
で
は
、
4
人

の
医
師
の
う
ち
1
名
が
開
業
を
申

し
出
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
某

女
性
医
師
に
「
子
ど
も
も
2
人
に

な
り
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
は

大
変
な
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
退
職
さ

せ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
そ
う
な
れ
ば
産
婦
人
科
医
師

ま
す
」
と
答
え
た
の
で
、
私
は
咄

嗟
に
そ
れ
で
い
い
か
ら
続
け
て
ほ

し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
我
が
国
の
病
院
に
お
け

る
短
時
間
正
職
員
制
度
の
始
ま
り

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
彼
女
は

勤
務
を
10
年
間
継
続
し
、
３
０
０

時
間
以
上
な
ら
正
職
員
と
し
て
雇

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
度
に
は
、
大
阪
府

下
の
基
幹
型
研
修
指
定
病
院
70
病

院
の
う
ち
46
％
が
短
時
間
正
職
員

制
度
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
残
業

免
除
も
59
％
、
当
直
免
除
は
77
％

が
2
名
と
な
り
、
分
娩
も
中
止
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
状
況
に
陥
り

ま
し
た
。
困
り
果
て
た
私
は
、
そ

の
女
性
医
師
に
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
病
院
勤
務
を
続
け
て
く
れ
る
か

を
問
う
た
と
こ
ろ
、「
毎
日
午
後

4
時
に
帰
宅
で
き
れ
ば
続
け
ら
れ

ま
で
減
少
し
て
い
た
分
娩
数
の
増

加
に
大
い
に
貢
献
し
て
く
れ
ま
し

た（
２
０
１
２
年
分
娩
数
７
３
３
）。

そ
の
後
、
短
時
間
正
職
員
制
度
は

病
院
を
中
心
に
広
ま
り
、
国
家
公

務
員
で
も
子
ど
も
が
小
学
校
に
入

学
す
る
ま
で
、
女
性
職
員
は
週
20

が
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
短
時
間
正
規
職
員

制
度
を
設
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
成
り
立
た
ず
、
他

の
職
員
に
し
わ
寄
せ
が
こ
な
い
よ

う
に
余
裕
を
も
っ
て
職
員
数
を
確

保
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
こ
の
病
院
で
あ
れ
、
7
割
以

上
の
職
員
は
女
性
で
あ
る
が
ゆ

え
、
女
性
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を

無
視
し
て
は
病
院
の
運
営
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
女
性
職
員
の
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
れ

ば
、
お
の
ず
と
全
職
員
の
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
な
が
る
こ

と
は
明
白
で
す
。
さ
ら
に
職
員
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
医
療

の
質
や
安
全
の
確
保
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

２
０
１
５
年JCHO

大
阪
病

院
で
は
、
全
医
師
数
の
う
ち
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務
の
女
性
医
師
は
79
名

で
す
。
こ
の
内
訳
は
、部
長
2
名
、

医
長
27
名
、
医
員
13
名
、
レ
ジ
デ

ン
ト
27
名
、
研
修
医
10
名
で
す
。

2
名
の
部
長
（
内
科
、産
婦
人
科
）

は
か
つ
て
、
子
育
て
中
に
短
時
間

正
規
職
員
の
制
度
を
利
用
し
て
、

仕
事
を
継
続
し
た
結
果
現
在
が
あ

る
の
で
あ
り
、
彼
女
た
ち
は
若
手

女
性
医
師
に
と
っ
て
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
院
の
職
員
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
向
上

し
た
こ
と
に
よ
り
、
病
院
が
（
私

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）、「
女
性
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
賞
」
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
な
ど
数
々
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
受
賞

に
よ
り
、
人
材
の
確
保
が
比
較
的

容
易
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の

間
、
正
規
職
員
の
医
師
数
は
87
名

（
２
０
０
３
年
）
か
ら
１
４
１
名

（
２
０
１
２
年
）
へ
と
増
加
す
る

と
と
も
に
、
医
療
収
益
も
順
調
に

増
加
し
、
人
件
費
率
は
む
し
ろ
下

が
っ
て
き
た
こ
と
を
付
け
加
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
、NTT

西
日
本
大
阪
病

院
総
長　

今
岡
真
義
先
生
（
昭

40
）
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

JCHO

大
阪
病
院　

名
誉
院
長

 

清
野
佳
紀
（
昭
40
）

…その 145
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療
紹

介

診

科

腎
臓
内
科

　

平
成
27
年
10
月
に
新
た
に
腎
臓

内
科
学
講
座
が
開
講
し
、
初
代
教

授
と
し
て
講
座
を
主
宰
し
て
い
ま

す
。
腎
臓
内
科
学
講
座
は
、
昭
和

30
年
、
当
時
院
内
措
置
に
よ
り
阪

大
病
院
に
設
置
さ
れ
た
臨
床
検
査

部
に
お
ら
れ
た
阿
部
裕
名
誉
教
授

が
創
設
さ
れ
た
腎
臓
研
究
室
が

ル
ー
ツ
で
す
。
当
時
、
腎
臓
研
究

室
は
第
一
内
科
に
所
属
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
平
成
17
年
の
内
科
系

講
座
再
編
に
よ
り
、
旧
加
齢
医
学

講
座
と
統
合
し
、
老
年
・
腎
臓
内

科
学
講
座
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

27
年
、
ち
ょ
う
ど
60
年
の
節
目
の

年
に
腎
臓
内
科
学
講
座
が
開
講
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

腎
臓
研
究
室
は
、
古
く
は
腎
不

全
患
者
に
対
す
る
低
蛋
白
食
＋
必

須
ア
ミ
ノ
酸
療
法
や
腎
生
検
に
よ

る
組
織
診
断
学
の
確
立
な
ど
を
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
行
い
、
最
近
で

は
、
日
本
腎
臓
学
会
の
中
心
的
な

存
在
と
し
て
、
本
邦
に
お
け
る
慢

性
腎
臓
病
の
診
断
の
確
立
な
ど
に

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
を
代

表
す
る
腎
臓
内
科
研
究
室
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
数
の
教
授

を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

大
阪
府
下
の
腎
疾
患
医
療
の
核
と

し
て
、
腎
臓
内
科
を
備
え
る
基
幹

病
院
と
密
接
な
連
携
を
図
り
（
大

阪
腎
疾
患
研
究
会
）、
腎
臓
内
科

専
門
医
の
育
成
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

診
療
に
つ
い
て
は
、
腎
炎
お
よ

び
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
、
急
速
進

行
性
糸
球
体
腎
炎
、
慢
性
腎
臓
病

か
ら
透
析
療
法
、
電
解
質
異
常
な

ど
、
す
べ
て
の
腎
臓
内
科
領
域
を

カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
が
、
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
い
た
診
療
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
大
阪
府
下
お
よ
び
阪

神
間
の
関
連
施
設
と
も
密
接
に
連

携
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
分
野
の

診
療
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
昭

和
42
年
よ
り
院
内
に
て
人
工
透
析

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

13
年
か
ら
は
院
内
措
置
と
し
て
血

液
浄
化
部
が
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
末
に
は
血
液
浄
化

部
が
14
床
へ
と
増
床
し
て
お
り
、

阪
大
病
院
の
運
営
に
も
益
々
貢
献

し
う
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
腹
膜
透
析
に
関
し
て
は
、

平
成
22
年
よ
り
内
科
西
外
来
に
腹

膜
透
析
外
来
を
開
設
す
る
と
と
も

に
、
腎
代
替
療
法
選
択
外
来
を
設

け
て
お
り
、
患
者
様
が
十
分
な
説

明
を
受
け
た
う
え
で
治
療
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。

　

研
究
面
で
は
、
臨
床
か
ら
得
ら

れ
た
疑
問
を
基
礎
研
究
で
解
明
す

る
と
と
も
に
、
基
礎
研
究
か
ら
得

ら
れ
た
知
見
を
臨
床
に
応
用
し
、

創
薬
に
結
び
付
け
る
な
ど
、
基
礎

研
究
と
臨
床
研
究
が
両
輪
と
な
る

よ
う
な
研
究
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
臨
床
研
究
に
お
い
て
は
、

IgA

腎
症
や
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候

群
、
慢
性
腎
臓
病
、
慢
性
腎
臓
病

に
合
併
す
る
骨
ミ
ネ
ラ
ル
代
謝
異

常
や
血
管
石
灰
化
な
ど
臨
床
重
要

課
題
に
対
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
を
創

出
し
、
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て

い
ま
す
。
基
礎
研
究
で
は
、
基
礎

医
学
教
室
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

腎
疾
患
関
連
遺
伝
子
の
検
索
や
エ

ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
解
析
、
腎

臓
の
発
生
か
ら
腎
障
害
の
進
展
に

関
与
す
る
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
や
イ

ン
フ
ラ
マ
ソ
ー
ム
の
研
究
、
慢
性

腎
臓
病
に
伴
う
血
管
石
灰
化
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
解
明
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
研
究
を
行
い
、
腎
臓
病
の
病

態
に
基
づ
い
た
創
薬
の
開
発
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
面
で
は
、学
部
学
生
教
育
・

卒
後
教
育
の
充
実
に
加
え
、
高
度

な
診
療
・
臨
床
研
究
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
優
秀
な
腎
臓
内
科

医
・Clinical Scientist

の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
関
連
病
院

の
先
生
方
と
連
携
し
な
が
ら
、
研

究
会
な
ど
を
通
し
て
教
育
を
行
う

と
と
も
に
、
地
域
の
先
生
方
と
病

診
連
携
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

腎
臓
内
科
学
講
座
と
し
て
の
歴

史
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

腎
臓
研
究
室
と
し
て
の
60
年
の
伝

統
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
教
室
な

ら
び
に
診
療
科
の
発
展
に
邁
進
し

て
お
り
ま
す
。
地
域
の
高
度
な
診

療
を
担
う
と
と
も
に
、
次
世
代
を

担
う
優
秀
な
腎
臓
内
科
医
を
育
成

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
学

友
会
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

次
回
は
消
化
器
内
科
学
の
竹
原

徹
郎
教
授
に
お
願
い
い
た
し
ま
し

た
。

 

猪
阪
善
隆
（
昭
63
）


